
恩
師
と
い
う
言
葉
は
、
な
つ
か
し
い
響
き
を
持
っ
て
い
る
。

人
間
の
思
想
形
成
期
に
あ
た
る
青
少
年
時
代
に
、
心
か
ら
恩
師
と
よ
べ
る
存
在
に
め
ぐ
り
あ
え
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
生
に
と
っ
て
こ
の
う

え
も
な
い
幸
福
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
田
中
正
造
に
と
っ
て
の
赤
尾
小
四
郎
も
、
恩
師
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

正
造
が
赤
尾
小
四
郎
（
号
・
鷺
洲
）
の
私
塾
に
入
っ
た
の
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
、
彼
が
数
え
で
七
歳
の
と
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
一
九
日
に
赤
尾
が
死
去
す
る
ま
で
、
お
お
よ
そ
一
○
年
も
の
長
い
間
、
正
造
は
赤
尾
塾
で
学
ん
で
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
か
、
師
の
赤
尾
小
四
郎
に
関
し
て
は
、
田
中
正
造
も
あ
ま
り
詳
し
く
は
語
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
赤
尾
に
関
す
る
史

料
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
歴
も
謎
の
部
分
が
多
く
、
そ
の
思
想
も
教
授
内
容
も
、
ひ
い
て
は
田
中
正
造
が
受
け
た

（
１
）

影
響
も
、
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
赤
尾
小
四
郎
に
関
す
る
研
究
も
、
日
向
康
「
赤
尾
小
四
郎
・
情
三
郎

・
豊
三
（
『
田
中
正
造
の
世
界
』
第
一
号
、
一
九
八
四
年
）
や
、
赤
尾
禎
一
「
田
中
正
造
と
赤
尾
塾
」
（
安
蘇
史
談
会
会
報
『
史
談
』
第
六
号
、

一
九
九
○
年
七
月
）
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
存
在
し
な
い
。

し
か
も
、
赤
尾
小
四
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
、
石
井
録
郎
編
著
『
小
中
村
史
蹟
』
（
一
九

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て

は
じ
め
に

小

松

裕
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三
三
年
）
の
中
の
「
岨
父
鷺
洲
の
暑
歴
」
に
依
拠
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
こ
こ
に
「
覗
父
」
と
あ
る
よ
う
に
、
赤
尾
小
四
郎
の
孫
の
豊
三
が
編

著
者
の
石
井
に
寄
せ
た
番
信
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
豊
三
の
孫
に
あ
た
る
赤
尾
禎
一
氏
の
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
「
『
小
中
村
史
蹟
』
の

う
ち
、
赤
尾
家
関
係
の
記
述
の
各
頁
の
部
分
は
、
祖
父
豊
三
が
、
数
え
年
八
十
四
歳
の
頃
、
石
井
録
郎
氏
よ
り
原
稿
の
依
頼
を
受
け
て
書
い
た

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
赤
尾
小
四
郎
は
、
備
後
福
山
藩
の
領
主
阿
部
家
に
仕
え
た
儒
官
で
、
二
○
○
石
取
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
は
、
赤
尾
小
四
郎
が
小
中
村
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
い
つ
頃
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
２
）

『
小
中
村
史
蹟
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
小
四
郎
の
父
孫
七
は
、
旗
本
金
田
丹
波
守
（
一
二
○
○
○
石
）
の
長
男
金
田
伊
織
の
長
子
で
、
赤
尾
家

に
婿
養
子
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
伊
織
の
側
室
が
「
下
野
安
蘇
郡
小
中
村
萩
原
四
郎
右
エ
門
の
女
」
で
あ
り
、
当
時
ま
だ

存
命
で
あ
っ
た
の
で
、
小
四
郎
は
、
こ
の
外
祖
母
を
頼
っ
て
小
中
村
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
寛
政
八
年
（
廿
三
才
）
小
中
村
に

尋
ね
寓
せ
し
と
其
頃
は
光
照
院
に
て
子
弟
を
教
授
せ
り
．
田
中
正
造
氏
の
父
君
富
蔵
氏
な
ど
そ
の
頃
の
門
人
な
り
。
岨
父
は
其
後
奮
主
に
復
蹄

せ
し
が
、
再
退
去
の
際
文
政
四
年
亦
小
中
に
抵
り
富
造
氏
等
の
周
旋
に
て
阿
禰
陀
堂
に
て
児
童
を
教
授
す
。
住
家
は
田
中
氏
の
東
隣
な
り
し
と

せ
し
が
、

云
ふ
・
」
、

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

「
租
父
鷺
洲
の
唇
歴
」
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租
父
名
は
秀
土
通
稀
小
四
郎
鷺
洲
と
銃
す
（
先
代
の
銃
を
襲
用
す
）
備
後
福
山
城
主
阿
部
侯
に
仕
へ
儒
官
を
以
て
二
百
石
を
食
む
。
孫
七
の

二
男
年
少
の
頃
酒
癖
あ
り
。
家
を
逐
は
れ
外
組
母
萩
原
氏
を
尋
ね
て
小
中
村
に
至
る
居
る
事
二
年
余
、
寅
兄
早
世
に
よ
り
復
蹄
し
て
家
督
を

綴
く
其
後
福
山
藩
を
退
去
せ
し
と
き
再
び
小
中
村
に
至
り
。
子
弟
を
教
育
し
安
政
三
年
四
月
一
九
日
荒
宿
の
家
に
残
す
。
年
八
十
二
浄
蓮
寺

に
墓
あ
り
。
（
四
○
〜
四
一
頁
）

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

と
（
四
○
頁
）
。

は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。



つ
ま
り
、
赤
尾
小
四
郎
が
最
初
に
小
中
村
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
で
、
そ
こ
に
二
年
あ
ま
り
い
て
か
ら
福
山
藩
に

仕
向
し
、
そ
の
後
、
福
山
藩
を
辞
去
し
て
、
再
び
小
中
村
に
舞
い
戻
っ
た
の
が
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
日
向
康
氏
は
、
『
田
中
正
造
全
集
』
別
巻
の
「
年
譜
附
言
」
の
中
で
、
「
文
政
四
年
に
は
富
造
が
ま
だ
五
歳
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は

豊
三
手
記
が
誤
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
当
然
、
赤
尾
小
四
郎
が
最
初
に
小
中
村
を
訪
れ
た
寛
政
八
年
に
は
、
「
富

（
３
）

蔵
」
は
生
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、
赤
尾
の
「
門
人
」
に
は
な
り
よ
う
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
赤
尾
豊
三
の
記
憶
に
依
拠
し
た
赤
尾
小
四
郎
の
経
歴
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
つ
じ
つ
ま
の
あ
わ
な
い
点
が
多
を
承
ら
れ

る
。
そ
れ
な
ら
ば
か
赤
尾
小
四
郎
が
備
後
福
山
藩
に
勤
仕
し
て
い
た
二
○
○
石
取
り
の
儒
官
で
あ
っ
た
、
と
い
う
経
歴
も
、
は
た
し
て
真
実
な

の
で
あ
ろ
う
海
そ
う
い
う
疑
問
が
私
な
ど
に
は
湧
い
て
く
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
先
行
研
究
者
は
誰
一
人
と
し
て
疑
念
を
さ
し
は
さ

ん
で
い
な
い
。
た
と
え
ば
日
向
氏
は
、
「
年
譜
附
言
」
の
中
で
、
「
正
造
は
赤
尾
小
四
郎
を
奥
州
白
河
藩
阿
部
家
の
浪
人
で
あ
っ
た
と
錯
誤
し
て

い
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
五
○
二
頁
）
、
そ
れ
が
「
錯
誤
」
で
あ
っ
た
と
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
白
河
藩
阿
部
家
の
家
臣
で

。
あ
っ
た
可
能
性
が
一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
．

そ
の
よ
う
に
考
え
た
私
は
、
赤
尾
小
四
郎
が
、
本
当
に
、
①
福
山
藩
阿
部
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
②
二
○
○
石
取
り
で
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
、
③
儒
官
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
て
ふ
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
私
の
本
来
の
研
究
課
題
で
あ
る
田
中
正
造

の
思
想
か
ら
は
若
干
横
道
に
そ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
胸
中
に
湧
き
あ
が
っ
た
疑
念
を
晴
ら
し
た
い
一
心
で
、
お
そ
ら
く
は
福
山
藩
関
係
の
古

文
密
の
中
に
出
て
い
る
で
あ
ろ
う
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
、
広
島
と
福
山
に
調
査
に
赴
く
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

調
査
に
出
か
け
る
ま
え
に
、
『
広
島
県
史
』
や
『
福
山
市
史
』
な
ど
を
ひ
も
と
き
、
備
後
福
山
藩
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
旅
行
先
の
限
ら
れ
た
時
間
内
で
効
率
良
く
史
料
調
査
を
行
う
た
め
に
、
事
前
調
査
は
で
き
る
だ
け
綿

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

阿
部
家
の
変
遷
と
赤
尾
家
１
１
刊
本
に
よ
る
事
前
調
査

5９



そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

近
世
初
頭
、
福
山
藩
は
水
野
家
の
所
領
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
水
野
家
は
、
継
嗣
断
絶
に
よ
り
、
一
六
九
八
年
に
改
易
と
な
り
、
領
地
は
収

公
さ
れ
て
天
領
と
な
っ
た
。
一
七
○
○
年
、
松
平
忠
雅
の
移
封
が
決
定
し
た
。
福
山
藩
は
一
○
万
石
で
あ
っ
た
が
、
う
ち
五
万
石
は
天
領
の
ま

ま
と
さ
れ
た
．
松
平
忠
雅
が
実
際
に
福
山
入
り
し
た
の
は
、
一
七
○
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
年
の
一
七
一
○
年
に
は
、
下
野
国
宇
都
宮
よ
り
阿
部
正
邦
が
入
封
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
松
平
は
桑
名
に
移
封
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
福
山
藩
阿
部
家
一
○
万
石
の
歴
史
が
は
じ
ま
る
が
、
代
々
幕
府
の
老
中
な
ど
の
重
職
を
担
う
こ
と
の
多
い
名
家

で
あ
り
、
な
か
で
も
「
開
国
」
に
あ
た
っ
て
老
中
首
席
と
し
て
日
米
和
親
条
約
な
ど
を
締
結
し
た
阿
部
正
弘
は
特
に
有
名
で
あ
る
。

阿
部
家
は
、
三
河
以
来
の
徳
川
家
の
譜
代
の
家
系
で
、
家
康
の
江
戸
入
府
に
従
っ
て
関
東
に
下
っ
た
阿
部
正
勝
は
、
本
多
正
信
ら
と
と
も
に

旗
本
等
を
管
掌
す
る
位
に
あ
っ
た
重
臣
で
あ
っ
た
。
正
勝
の
あ
と
に
家
督
を
継
い
だ
の
が
正
次
で
、
彼
一
代
の
間
に
、
一
万
一
○
○
○
石
か
ら

八
万
六
○
○
○
石
余
の
大
名
に
発
展
し
て
い
る
。
正
次
自
身
も
老
中
や
大
坂
城
代
な
ど
の
重
職
を
歴
任
し
、
こ
こ
に
阿
部
家
の
基
盤
が
固
ま
っ

た
。
そ
の
子
重
次
は
、
下
野
国
都
賀
郡
の
二
万
石
を
加
増
さ
れ
、
父
と
同
様
に
老
中
を
つ
と
め
、
三
代
将
軍
家
光
の
死
に
際
し
て
「
殉
死
」
し

た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
閣
に
重
き
を
な
す
に
い
た
っ
た
阿
部
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
定
高
・
正
春
と
、
し
ば
ら
く
は

「
不
遇
時
代
」
が
つ
づ
き
、
正
邦
が
家
督
を
継
い
だ
の
が
一
六
七
一
年
、
正
邦
一
四
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
武
蔵
国
岩
槻
か
ら
丹
後

国
宮
津
へ
、
さ
ら
に
宇
都
宮
へ
と
転
封
さ
れ
、
一
七
一
○
年
八
月
一
五
日
に
備
後
福
山
へ
と
国
替
さ
れ
て
福
山
藩
主
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
、
『
小
中
村
史
駁
』
か
ら
赤
尾
家
の
家
系
に
関
す
る
記
述
を
引
用
し
、
阿
部
家
の
変
遷
と
突
き
合
わ
せ
て
ふ
る
こ
と
に
す

る
。 密

に
行
う
必
要
が
あ
る
。

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

赤
尾
秀
寅
伝

6０



こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
系
図
の
う
ち
、
本
論
に
関
係
す
る
二
代
鷺
洲
、
す
な
わ
ち
赤
尾
小
四
郎
ま
で
を
整
理
し
て
ふ
た
い
．

ま
ず
、
初
代
鷺
洲
Ⅱ
赤
尾
秀
資
は
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
一
一
月
二
七
日
に
大
坂
藩
邸
で
生
ま
れ
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
五
月
一
二

日
に
江
戸
の
藩
邸
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
『
小
中
村
史
蹟
』
に
は
、
「
幼
名
忠
二
郎
後
禰
二
左
エ
門
」
と
あ
る
が
（
印
字
不
鮮
明
の
た
め
か
）
、
日

向
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
「
幼
名
忠
三
郎
後
禰
三
左
ェ
門
」
の
誤
り
で
あ
る
と
い
う
。
『
小
中
村
史
蹟
』
に
は
、
こ
の
赤
尾
秀
蜜
の
名
が
『
大
日
本

人
名
辞
書
』
に
出
て
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
た
し
か
に
こ
れ
は
事
実
で
あ
る
。
『
大
日
本
人
名
辞
書
』
は
初
版
が
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）

四
月
に
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
私
が
閲
覧
で
き
た
第
五
版
（
明
治
三
六
年
八
月
五
日
発
行
、
経
済
雑
誌
社
）
の
一
○
頁
に
、
「
ア
カ
オ
シ
ウ
ジ

ッ
赤
尾
秀
責
」
と
し
て
、
「
赤
尾
秀
責
は
江
戸
の
儒
者
な
り
字
は
子
穀
鷺
洲
と
銃
す
安
永
三
年
五
月
一
二
日
残
す
谷
中
妙
雲
寺
に
葬
る
（
江
戸

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

幼
名
忠
二
郎
後
禰
二
左
エ
門
と
稲
す
．
正
徳
六
年
一
一
月
廿
七
日
大
坂
藩
邸
に
生
る
。
左
手
に
米
粒
を
握
る
故
に
秀
資
と
命
す
。
字
子
穀
鷺

洲
と
号
す
享
保
十
八
年
三
月
三
日
十
八
歳
に
し
て
備
后
福
山
に
て
初
め
て
正
襲
公
（
君
侯
な
ら
ん
）
に
出
で
事
ふ
其
后
酉
閣
公
（
全
上
）
京

都
諸
司
代
勤
務
中
公
用
役
相
勤
後
ち
江
戸
に
蹄
り
勤
努
の
久
し
き
を
以
て
五
十
石
加
増
三
百
石
に
至
る
。
官
番
頭
に
準
し
小
姓
頭
た
り
．
安

永
三
年
五
月
十
二
日
江
戸
図
山
藩
邸
に
病
卒
す
。
行
年
五
十
九
歳
谷
中
妙
雲
寺
に
葬
る
。
金
田
丹
波
守
の
甥
孫
七
秀
章
を
養
ひ
嗣
と
な
し
以

て
其
女
銀
に
配
す
、
鎮
女
の
墓
は
小
中
村
に
あ
り
。

系
固
初
代
鷺
洲
（
秀
寅
）

孫
七
（
秀
章
）

二
代
鷺
洲
（
秀
士
）

秀
行
（
思
敬
）

秀
行

豊
三

（
三
九
頁
）

6１



名
家
墓
所
一
覧
）
」
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。

た
だ
、
享
保
一
八
年
（
一
七
一
一
一
三
）
三
月
一
一
一
日
に
福
山
で
藩
主
正
襲
に
会
っ
た
と
あ
る
が
、
「
正
襲
」
と
い
う
名
の
藩
主
は
存
在
し
な
い
。
こ

の
と
き
の
藩
主
は
阿
部
正
福
（
ま
さ
と
み
、
治
世
は
一
七
一
五
’
六
九
）
で
あ
っ
た
が
、
正
福
は
ま
た
正
襲
（
ま
さ
あ
き
ら
）
と
も
称
し
た
の

で
、
た
ぶ
ん
「
正
襲
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
酉
閣
公
」
が
京
都
所
司
代
の
と
き
に
「
公
用
役
」
を
勤
め
た
と
あ
る
が
、
「
酉
閣
」
と
は
、

正
福
の
子
の
正
右
（
ま
さ
す
け
）
の
法
名
が
「
酉
閣
院
殿
楼
誉
託
方
練
契
大
居
士
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
正
右
の
こ
と
で
あ
ろ

う
と
推
測
で
き
る
。
事
実
、
正
右
は
、
一
七
六
○
年
よ
り
六
四
年
ま
で
京
都
所
司
代
を
勤
め
て
い
る
の
で
、
つ
じ
つ
ま
が
あ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
後
五
○
石
加
増
さ
れ
て
三
○
○
石
に
な
り
、
小
姓
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
ち
な
承
に
、
小
姓
頭
と
は
、
藩
主
の
側
近
に

（
４
）

侍
す
る
格
式
の
高
い
役
職
で
あ
り
、
『
福
山
市
史
』
近
世
編
に
よ
れ
ば
、
江
戸
藩
邸
に
は
五
名
の
小
姓
頭
が
お
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
赤
尾
秀
章
（
孫
七
）
で
あ
る
が
、
孫
七
に
関
し
て
は
、
旗
本
金
田
丹
波
守
の
長
男
伊
織
の
長
子
で
、
秀
責
と
養
子
縁
組
を
結
び
、
秀

寅
の
娘
銀
と
結
婚
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
い
。

最
後
に
、
赤
尾
秀
土
（
ひ
で
た
だ
、
小
四
郎
Ⅱ
二
代
鷺
洲
）
で
あ
る
が
、
小
四
郎
の
生
年
は
、
最
初
に
小
中
村
に
や
っ
て
き
た
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
に
二
一
一
一
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
一
九
日
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
八
二
歳
で
あ
っ
た
と
い

（
５
）

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、
一
七
七
四
年
か
七
五
年
頃
の
生
ま
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
秀
章
の
一
一
男
で
、
年
少
の
頃
か
ら
酒
癖

が
あ
っ
た
の
で
、
勘
当
同
然
に
家
を
追
い
出
さ
れ
、
外
祖
母
を
頼
っ
て
小
中
村
に
来
て
塾
を
開
い
て
い
た
が
、
二
年
余
り
し
て
、
長
男
が
早
逝

し
た
の
で
急
迩
家
督
を
つ
ぐ
こ
と
に
な
り
、
福
山
藩
に
仕
え
儒
官
を
つ
と
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
一
七
九
八
年
頃
か
ら
小
中

村
を
再
訪
す
る
一
八
一
二
年
ま
で
は
福
山
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
阿
部
正
倫
（
ま
さ
と
も
）
の
子
の
正
精
（
ま
さ
き

よ
）
が
鯉
封
し
た
の
が
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
正
倫
・
正
精
の
二
代
、
主
に
は
正
精
に
赤
尾
小
四
郎
が
仕
え
た
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
は
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
福
山
市
史
』
近
世
編
に
よ
れ
ば
、
小
四
郎
在
職
中
の
「
文
化
・
文
政
期
は
福
山
藩
の
文
化
活
動
の
最
盛
期
」
と
さ
れ
て
い
る
（
七
八
五

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

6２



6３

し
か
も
、
一
般
的
に
い
っ
て
儒
者
の
家
格
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
あ
の
新
井
白
石
で
す
ら
、
最
初
は

三
○
○
石
で
あ
り
、
六
代
将
軍
家
宣
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
と
き
で
五
○
○
石
（
の
ち
一
○
○
○
石
に
加
増
）
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

（
６
）

一
○
万
石
の
福
山
藩
レ
ベ
ル
で
一
一
○
○
石
取
り
の
儒
者
と
い
う
の
は
破
格
の
待
遇
に
外
な
ら
ず
、
当
然
儒
者
の
筆
頭
に
赤
尾
の
名
が
出
て
き
て

し
か
る
べ
き
な
の
に
出
て
い
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

儒
者
と
い
え
ば
、
今
日
で
も
有
名
な
福
山
藩
の
藩
校
弘
道
館
と
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
弘
道
館
が
開
設
さ
れ
た
の
は
一
七

八
六
年
で
あ
り
、
「
学
術
世
話
取
り
（
総
纏
）
」
「
儒
者
本
役
」
「
儒
者
格
」
「
儒
者
見
習
」
「
会
読
掛
り
」
「
素
読
掛
り
』
な
ど
の
役
職
が
お
か
れ
て

い
た
。
福
山
藩
の
儒
学
の
伝
統
は
、
二
代
藩
主
正
福
が
伊
藤
仁
斎
の
次
男
伊
藤
梅
宇
を
招
聴
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
代
交
古
学
派
が
主
流
を

占
め
て
い
た
。
梅
宇
の
孫
の
伊
藤
竹
披
（
一
七
六
○
’
一
八
二
八
）
は
戸
年
齢
的
に
も
ち
ょ
う
ど
赤
尾
小
四
郎
と
同
じ
世
代
で
あ
り
、
一
七
九

三
年
か
ら
弘
道
館
の
「
学
術
世
話
取
り
」
を
勤
め
て
い
た
が
、
儒
者
の
ト
ッ
プ
と
も
い
う
べ
き
竹
披
で
す
ら
二
○
人
扶
持
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

非
常
に
有
名
な
菅
茶
山
（
一
七
四
八
’
一
八
二
七
）
も
赤
尾
と
同
世
代
と
い
え
、
茶
山
も
一
八
○
一
年
か
ら
弘
道
館
で
講
釈
を
は
じ
め
て
い
る

（
７
）

が
、
そ
れ
で
も
一
二
○
人
扶
持
大
目
付
格
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．

い
わ
ゆ
る
「
寛
政
異
学
の
禁
」
の
影
響
で
、
福
山
藩
で
も
、
菅
茶
山
・
頼
山
陽
門
下
の
朱
子
学
者
が
文
教
の
中
心
に
す
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
あ
る
い
は
、
赤
尾
小
四
郎
は
、
こ
う
し
た
古
学
派
、
朱
子
学
派
と
い
う
主
流
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
に
い
た
の
で
、
儒
者
で
あ
っ
て
も

（
８
）

冷
遇
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
赤
尾
が
陽
明
学
者
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
よ
う
に
、
陽
明
学
を
講
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
者
に
関

頁
）
。
こ
れ
は
、
藩
主
正
精
の
好
学
の
気
風
に
よ
る
も
の
と
い
う
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
儒
官
赤
尾
小
四
郎
も
大
変
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
．
と
こ
ろ
が
、
「
文
政
こ
ろ
の
儒
者
を
．
承
る
と
、
百
石
継
獅
目
鈴
木
圭
輔
、
米
五
拾
俵
津
衣
川
吉
蔵
、
拾
五
人
扶
持
齢
輝
付
伊
藤
格
佐
、
弐
拾
人

扶
持
瀦
雛
流
山
室
虎
治
郎
の
四
名
で
あ
る
」
（
七
八
九
頁
）
と
出
て
い
る
だ
け
で
、
赤
尾
の
名
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
．
儒
者
の
中
で
最
も

家
格
の
高
い
鈴
木
圭
輔
で
す
ら
一
○
○
石
な
の
だ
か
ら
、
一
一
○
○
石
取
り
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
赤
尾
の
名
が
儒
者
の
中
に
見
当
た
ら
な
い
の

健
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
．

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）



３
「
享
保
一
一
年
福
山
御
家
中
由
緒
書
上
」
（
『
備
後
磯
雷
』
復
刻
版
、
第
八
巻
所
収
、
東
洋
雷
院
、
一
九
九
○
年
）

４
ａ
「
延
享
元
年
御
家
中
之
覚
」
（
Ｐ
町
、
皿
１
６
、
Ａ
ｕ
福
山
市
史
資
料
６
）

赤
尾
小
四
郎
は
、
本
当
に
福
山
藩
の
儒
幸

部
家
の
儒
者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
…
…
。

広
島
県
に
い
っ
て
私
が
調
査
し
た
場
所
は
、
広
島
県
立
文
書
館
（
以
下
、
県
立
文
書
館
と
省
略
）
と
福
山
市
立
福
山
城
博
物
館
文
書
館
（
以

下
、
福
山
市
立
文
雷
館
と
省
略
）
の
二
カ
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
閲
覧
し
た
史
料
の
お
も
な
も
の
は
左
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。
１
か
ら
皿
ま

で
の
ａ
も
し
く
は
無
印
が
県
立
文
書
館
所
蔵
、
ｂ
が
福
山
市
立
文
書
館
所
蔵
の
史
料
で
あ
る
。

し
て
い
え
ば
、
福
山
藩
に
お
け
る
陽
明
学
の
伝
統
は
、
『
広
島
県
史
』
『
福
山
市
史
』
に
も
い
っ
さ
い
出
て
こ
な
い
。
か
り
に
、
国
学
に
目
を
転

じ
て
み
て
も
、
福
山
藩
に
お
け
る
国
学
は
、
一
八
○
六
年
に
備
中
笠
岡
の
小
寺
清
之
を
招
い
て
神
道
講
釈
を
さ
せ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
藩
校
弘
道
館
で
は
国
学
教
育
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
福
山
藩
に
お
け
る
国
学
・
陽
明
学
の
存
在
は
微
々
た
る
も
の
で
、

そ
の
影
響
力
は
ほ
と
ん
ど
無
に
ひ
と
し
か
っ
た
と
い
え
る
。

赤
尾
小
四
郎
は
、
本
当
に
福
山
藩
の
儒
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
田
中
正
造
が
思
っ
て
い
た
よ
う
に
、
奥
州
白
河
藩
阿

謎
は
ま
す
ま
す
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

１
ａ
「
阿
部
正
春
御
陣
代
中
寛
文
八

ｂ
「
同
右
」
（
浜
本
文
庫
四
四
九
）

２
ａ
「
福
山
藩
家
中
分
限
帳
」
（
Ｐ
師
、

ｂ
「
同
右
」
（
浜
本
文
庫
四
五
○
）

6４

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

二
福
山
転
封
（
一
七
一
○
）
前
後
の
赤
尾
家
ｌ
ｌ
広
島
・
福
山
調
査
行

寛
文
八
年

ｕ
ｌ
６
、
Ａ
加
福
山
市
史
資
料
４
）

家
中
人
数
帳
」
（
請
求
番
号
Ｐ
Ｗ
、
ｕ
ｌ
６
、
Ａ
９
福
山
市
史
資
料
３
）



6５

上
記
の
史
料
中

、
１
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
の
も
の
で
あ
り
、
２
も
、
》
年
代
不
詳
で
あ
る
が
、
福
山
市
立
文
書
館
の
『
浜
本
文
庫
書
目

録
』
に
「
時
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
表
紙
に
両
部
備
中
守
定
高
、
対
馬
守
重
次
〈
備
中
守
正
邦
代
」
と
ペ
ン
書
き
の
書
き
入
れ
が
あ
る
．

ほ
壁
其
の
時
代
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
或
は
福
山
藩
就
封
以
前
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
」
（
四
四
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
と
同
じ
く
寛
文

年
間
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

ま
ず
、
１
か
ら
見
て
承
よ
う
。
１
の
史
料
に
は
、
最
初
か
ら
数
え
て
五
一
番
目
に
「
弐
百
三
拾
石
赤
尾
忠
右
衛
門
」
と
出
て
く
る
。
他
の

部
分
に
も
、
「
米
三
拾
俵
三
人
扶
持
赤
尾
新
五
左
衛
門
」
と
い
う
名
が
出
て
く
る
。
福
山
藩
の
家
臣
で
赤
尾
姓
は
、
こ
の
両
名
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
史
料
だ
け
で
は
、
、
忠
右
衛
門
と
新
五
左
衛
門
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

ｂ
「
同
右
」
（
浜
本
文
庫
四
五
一
）

５
ａ
「
宝
暦
己
亥
年
福
山
御
役
人
帳
正
月
十
三
日
」
（
４
ａ
に
同
じ
）

ｂ
「
同
右
」
（
浜
本
文
庫
四
五
二
）

６
ａ
「
宝
暦
七
丁
丑
年
福
山
御
家
中
附
四
月
下
旬
改
之
」
（
２
ａ
に
同
じ
）

ｂ
‐
「
同
右
」
（
浜
本
文
庫
四
五
三
）

７
「
寛
政
五
年
福
山
御
役
人
帳
（
九
月
八
日
改
）
」
（
Ｐ
Ⅳ
、
Ｍ
ｌ
４
、
Ａ
兜
〜
配
福
山
誌
第
一
集
）

８
「
天
明
寛
政
文
化
文
政
城
代
家
老
以
下
禄
高
（
福
山
御
役
人
帳
）
」
（
２
ａ
に
同
じ
）

９
「
文
化
年
中
阿
部
家
中
分
限
帳
（
江
戸
之
部
）
」
（
１
ａ
に
同
じ
）

（
９
）

Ⅲ
「
御
旧
臣
絶
家
録
天
保
四
」
（
Ｐ
蛇
ｌ
犯
ｌ
Ａ
２
東
京
・
阿
部
家
文
書
）

栃
木
皆
川
居
住

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）



赤
尾
忠
右
衛
門
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
は
、
そ
れ
以
外
に
も
あ
る
。
ま
ず
、
福
山
市
立
文
書
館
を
調
査
し
た
と
き
に
は
見
落

定
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
１
と
２
の
史
料
を
対
比
し
て
承
る
と
、
赤
尾
新
五
左
衛
門
の
三
人
扶
持
が
一
一
人
扶
持
へ
、
赤
尾
忠
右
衛
門
組
の
人
数
が
一
一
六

人
か
ら
一
一
一
人
へ
、
米
が
一
五
七
俵
か
ら
三
一
六
俵
に
変
わ
っ
て
い
る
（
一
人
当
た
り
俵
数
も
）
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
記
載
方
法
も
ほ
ぼ
同

じ
様
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
阿
部
家
が
福
山
に
転
封
す
る
以
前
の
岩
槻
時
代
か
ら
宇
都
宮
時
代
に
か
け
て
の
史
料
で
は
な
い
か
と
推

「
弐
」
と
は
二
‐

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
赤
尾
忠
｛

率
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

２
の
史
料
に
も
、
同
様
に
、

と
書
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
よ
う
。
「
右
同
断
」
と
は
、
「
壱
人
二
付
六
俵
小
頭
ハ
セ
俵
／
何
モ
壱
人
扶
持
也
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
赤
尾
忠
右
衛
門
は
、
栃
木
皆
川
に
居
住
し
、
小
姓
組
か
何
か
の
頭
を
勤
め
、
二
六
人
（
う
ち
一
人
小
頭
）
の
一
族
郎
等
を

6６

赤
尾
忠
右
衛
門
組

米
百
五
拾
七
俵
御
一

一
米
三
百
拾
六
表
赤
尾
忠
右
エ
門
組
弐
拾
壱
人

内
八
拾
五
表
夏
取
壱
人
二
十
五
表
宛
小
頭
ハ
十
六
表
也

史
料
に
も
、
同
様
に
、
「
弐
百
三
拾
石
赤
尾
忠
右
衛
門
」
、
「
米
三
拾
表
内
拾
表
弐
赤
尾
新
五
左
衛
門
」
と
出
て
く
る
。
後
者
の

（
肥
〉

と
は
一
一
人
扶
持
の
こ
と
で
あ
り
、
「
内
拾
表
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
を
参
照
す
る
と
、
お
そ
ら
く
は
「
夏
取
」
の
こ
と
で
は
な
い
か

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

御
一
渡
之
者
弐
拾
六
人
分

右
同
断



6７

と
し
て
し
ま
っ
た
「
慶
安
元
口
高
拾
万
石
之
御
役
積
り
子
十
二
月
吉
日
」
（
下
宮
家
文
書
）
と
い
う
史
料
が
『
岩
槻
市
史
』
近
世
史
料
編
Ⅲ
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
一
六
四
八
年
一
・
一
一
月
、
阿
部
重
次
の
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
史
料
に
、
「
騎
馬
弐
百
騎
」
と
し
て
、
三
千
石
の
一
一
一

浦
左
近
以
下
家
臣
の
名
と
石
高
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
二
弐
百
三
拾
石
同
断
赤
尾
忠
右
衛
門
」
と
出
て
い
る
。
「
同
断
」
と

は
、
「
夫
馬
一
疋
／
口
附
一
人
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）

ま
た
へ
『
阿
部
家
御
伝
記
全
』
（
浜
本
文
庫
四
一
）
の
「
阿
部
備
中
守
正
次
事
」
の
項
に
も
確
認
で
き
る
。
阿
部
正
次
が
大
坂
城
代
を
一
一
一
一

年
つ
と
め
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
二
月
一
四
日
に
死
去
し
た
お
り
、
そ
の
葬
送
奉
行
と
し
て
「
山
本
新
兵
エ
赤
尾
忠
左
エ
門
斎
藤
勘
兵

ェ
等
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
赤
尾
忠
左
エ
門
」
は
赤
尾
忠
右
衛
門
の
誤
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
福
山
転
封
以
前
の
阿
部
家
の
家
臣
赤
尾
忠
右
衛
門
に
つ
い
て
承
て
き
た
が
、
実
は
、
３
の
享
保
二
年
（
一
七
二
六
）
の
「
福
山
御

家
中
由
緒
書
上
」
の
上
巻
「
赤
尾
忠
三
郎
秀
澄
」
の
項
を
承
る
と
、
通
称
忠
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
人
物
は
二
人
（
厳
密
に
は
三
人
）
い
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
由
緒
雷
」
は
、
赤
尾
小
四
郎
の
ル
ー
ツ
を
探
る
上
で
と
て
も
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
い
さ
さ
か
長
文
に

な
る
が
、
煩
を
い
ど
わ
ず
に
全
文
を
引
用
し
て
ゑ
た
い
。

一
、
曽
祖
父
赤
尾
忠
三
郎
、
後
忠
右
衛
門
真
秀
、
元
和
二
年
拾
五
歳
に
而
、
正
次
様
へ
召
出
さ
れ
員
知
行
百
石
下
置
か
れ
、
百
石
之
御
書
出
、

今
に
所
持
仕
候
、
寛
永
四
年
丁
卯
十
二
月
廿
一
一
一
日
、
三
拾
石
之
御
瞥
出
壱
通
弁
知
行
四
拾
石
御
加
増
、
丑
十
一
一
月
廿
八
日
御
窃
出
壱
通
、
且

又
知
行
高
三
拾
石
御
加
増
、
辰
極
月
廿
六
日
御
害
出
壱
通
、
右
弐
通
は
年
号
御
喪
付
御
座
無
く
、
何
年
御
加
増
拝
領
仕
候
哉
、
相
知
申
さ
ず

侯
。一

、
忠
右
衛
門
自
嬢
に
而
認
歴
候
蜜
付
御
座
侯
、
寛
文
四
年
辰
十
月
廿
五
日
御
前
へ
召
出
さ
れ
、
有
難
く
御
意
之
上
、
御
加
増
五
拾
石
拝
領

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

赤
尾
忠
三
郎
秀
澄



一
、
寛
文
十
二
年
子
三
月
晦
日
御
者
頭
役
仰
付
ら
れ
候
。

一
、
忠
右
衛
門
、
十
三
ヶ
年
之
長
病
に
付
、
御
役
儀
御
免
願
奉
り
、
首
尾
能
隠
居
仰
付
ら
れ
侯
、
貞
享
三
寅
年
病
死
仕
候
。

6８

一
、
忠
右
衛
門
、
寛
文
十
一
年
病
死
仕
候
、

於
て
病
死
仕
候
。

坂
よ
り
江
戸
へ
召
呼
ば
れ
、
間
も
無
く
御
近
習
仰
付
ら
れ
候
、
享
保
元
申
年
、
私
儀
（
出
）
生
仕
侯
、
忠
右
衛
門
儀
者
享
保
四
年
亥
大
坂
に

様
御
家
中
、
丹
羽
与
一
左
衛
門
体
、
忠
右
衛
門
儀
、
蕊
子
願
奉
り
、
正
徳
四
年
午
六
月
、
引
取
申
候
、
享
保
二
年
、
御
供
番
召
出
さ
れ
、
大

一
、
父
弥
惣
左
衛
門
妻
、
大
沼
小
左
衛
門
娘
、
一
子
御
座
無
く
、
養
子
願
奉
り
、
三
浦
壱
岐
守
様
御
家
中
、
大
沼
小
左
衛
門
体
、
母
弟
に
付
、

小
三
次
儀
江
戸
に
於
て
引
取
申
候
、
年
号
知
申
さ
ず
候
、
此
者
儀
は
江
戸
に
於
て
、
壱
岐
守
様
、
正
邦
様
へ
御
直
に
御
物
語
遊
さ
れ
侯
而
、

其
訳
聞
召
置
か
れ
、
小
左
衛
門
方
へ
戻
し
候
様
仰
出
さ
れ
候
間
、
正
徳
三
年
巳
十
月
、
大
坂
よ
り
江
戸
へ
差
戻
申
侯
、
其
後
、
松
平
讃
岐
守

一
、
父
赤
尾
新
十
郎
、
後
弥
惣
左
衛
門
仲
秀
、
拾
四
識
之
時
、
家
督
仰
付
ら
れ
、
弐
百
三
拾
石
下
霞
か
れ
候
、
天
和
元
年
、
拾
五
歳
に
而
、

正
盛
様
召
出
さ
れ
、
御
広
間
御
番
仰
付
ら
れ
侯
、
元
禄
六
酉
十
二
月
十
九
日
御
供
番
頭
仰
付
ら
れ
侯
、
同
七
戊
年
八
月
十
八
日
、
御
使
番
仰

付
ら
れ
侯
、
同
十
一
寅
年
八
月
十
九
日
御
者
頭
役
仰
付
ら
れ
、
新
組
拾
五
人
御
預
遊
ば
さ
れ
、
宝
永
二
年
酉
九
月
三
日
、
田
村
源
兵
衛
跡
組

弐
拾
人
御
預
遊
さ
れ
侯
、
正
徳
二
辰
年
？
大
坂
御
留
主
居
役
仰
付
ら
れ
、
御
加
増
七
拾
石
拝
領
仕
候
。

仕
、
下
宮
理
左
衛
函

一
、
寛
文
七
年
丁
一

号
相
知
申
さ
ず
候
・

一
、
挙

り
候
。

一
、
亡
父
弥
三
左
衛
門
、
享
保
五
年
大
坂
に
於
て
病
死
仕
候
、
私
儀
福
山
へ
引
越
仰
付
ら
れ
、
同
年
子
十
二
月
十
五
日
亡
父
勤
功
に
依
而
、

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
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其
節
右
五
拾
石
召
上
ら
れ
侯
。

父
の
妻
下
宮
弥
治
右
衛
門
娘
、
忠
右
衛
門
跡
式
弐
百
三
拾
石
仰
付
ら
れ
、
御
陣
代
様
へ
勤
仕
奉

祖
父
赤
尾
新
平
、
後
忠
右
衛
門
秀
直

下
宮
理
左
衛
門
、
粟
飯
原
八
郎
右
衛
門
、
右
之
通
書
付
置
申
侯
。

寛
文
七
年
丁
未
二
月
十
日
御
懇
意
蒙
り
、
御
旗
奉
行
仰
付
ら
れ
侯
、
隠
居
仕
候
節
、
五
拾
石
隠
居
料
と
し
下
憧
か
れ
拝
領
仕
侯
、
右
年



こ
の
と
き
わ
ず
か
に
一
○
歳
で
あ
っ
た
赤
尾
忠
三
郎
秀
澄
が
提
出
し
た
こ
の
「
由
緒
雷
」
に
よ
れ
ば
、
阿
部
家
の
家
臣
と
し
て
の
赤
尾
家
の

歴
史
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
、
赤
尾
忠
三
郎
（
忠
右
衛
門
真
秀
）
が
阿
部
正
次
に
召
し
出
さ
れ
、
一
○
○
石
の
知
行
地
を
あ
て
が
わ

れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
よ
う
で
あ
る
．
先
に
紹
介
し
た
『
阿
部
家
御
伝
記
全
』
に
出
て
く
る
阿
部
正
次
の
死
に
際
し
て
「
葬
送
奉
行
」
を
つ

と
め
た
「
赤
尾
忠
左
エ
門
」
と
は
、
や
は
り
、
忠
三
郎
秀
澄
の
曾
祖
父
の
赤
尾
忠
右
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
赤
尾
忠
右
衛
門
真
秀
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
で
あ
る
が
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
二
月
一
○
日
に
「
御

旗
奉
行
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
に
隠
居
し
て
い
る
の
で
、
二
代
目
の
赤
尾
新
平
（
忠
右
衛
門
秀
直
）
が
家
督
を
つ
い
だ
の
は
、
一
六
六
七
年
以
降

の
こ
と
に
な
る
．
と
す
る
と
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
の
史
料
１
に
出
て
く
る
「
赤
尾
忠
右
衛
門
」
と
は
、
二
代
目
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
「
由
緒
雷
」
に
二
三
○
石
と
あ
る
こ
と
や
、
「
御
陣
代
」
（
Ⅱ
阿
部
正
春
）
に
勤
仕
し
た
と
あ
る
こ
と
も
一
致
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
一
代
目
の
赤
尾
新
平
は
、
寛
文
一
一
一
年
（
一
六
七
一
一
）
に
「
御
者
頭
役
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
あ
と
、
一
三
年
間
病
を
患
っ
た
の
で
、

そ
の
子
の
赤
尾
新
十
郎
（
弥
惣
左
衛
門
仲
秀
）
が
一
四
歳
で
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
赤
尾
家
三
代
目
の
当
主
で
あ
る
。

三
代
目
赤
尾
新
十
郎
は
、
元
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
一
五
歳
で
阿
部
正
盛
に
召
し
出
さ
れ
、
「
御
広
間
番
」
を
つ
と
め
て
か
ら
、
「
御
供
番

（
脆
）

頭
」
、
「
御
使
番
」
、
「
御
者
頭
」
な
ど
を
歴
任
し
、
最
終
的
に
正
徳
二
年
（
一
七
一
一
一
）
大
坂
留
主
居
に
任
ぜ
ら
れ
、
七
○
石
の
加
増
を
受
け
て

三
○
○
石
の
家
格
と
な
り
、
享
保
五
年
（
一
七
二
○
）
に
大
坂
で
病
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
長
い
間
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た

め
に
、
ま
ず
、
妻
の
弟
の
大
沼
小
三
次
を
養
子
に
し
た
が
訳
あ
っ
て
縁
組
を
解
消
、
次
い
で
丹
羽
忠
右
衛
門
（
こ
れ
が
三
人
目
の
「
忠
右
衛

一
、
私
儀
幼
年
に
而
父
に
離
申
候
故
、
由
緒
之
儀
、
承
伝
申
す
べ
き
様
も
御
座
無
く
候
、
今
以
若
年
に
御
座
侯
へ
者
、
曽
祖
父
書
付
置
候
物

取
集
、
右
之
趣
相
認
、
指
上
奉
り
候
以
上
。
（
三
三
八
’
三
四
○
頁
、
傍
線
小
松
）

候
⑥

小
児
之
御
例
に
者
御
座
無
く
候
へ
共
、
知
行
百
五
拾
石
成
下
ら
れ
侯
旨
、
御
懇
意
以
て
仰
付
ら
れ
侯
、
此
節
私
儀
、
御
番
頭
支
配
仰
付
ら
れ

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）
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門
」
に
な
る
）
を
養
子
に
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
病
死
し
た
、
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
享
保
元
年
（
一
七

一
六
）
に
実
子
が
誕
生
し
て
お
り
、
一
七
二
○
年
の
新
十
郎
（
弥
惣
左
衛
門
、
「
由
緒
蜜
」
に
は
「
弥
三
左
衛
門
」
と
も
あ
る
）
の
死
と
と
も

に
、
わ
ず
か
四
歳
で
家
督
を
つ
ぎ
、
大
坂
か
ら
福
山
に
引
っ
越
し
た
、
と
い
う
。

こ
の
四
歳
で
家
督
を
つ
い
だ
子
が
、
こ
の
「
由
緒
霞
」
を
提
出
し
た
赤
尾
忠
三
郎
秀
澄
に
外
な
ら
ず
、
初
代
の
赤
尾
忠
三
郎
か
ら
数
え
る
と

四
代
目
（
大
沼
小
三
次
、
丹
羽
忠
右
衛
門
の
二
人
の
養
子
も
数
え
入
れ
れ
ば
六
代
目
）
に
あ
た
る
。
四
歳
で
あ
り
な
が
ら
、
亡
き
父
の
勤
功
に

免
じ
て
、
一
五
○
石
の
知
行
を
保
証
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
赤
尾
家
四
代
目
の
赤
尾
忠
三
郎
秀
澄
の
生
年
で
あ
る
。
享
保
元
年
と
は
正
徳
六
年
で
も
あ
り
、
『
小

中
村
史
蹟
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
赤
尾
秀
寅
の
生
年
月
日
Ⅱ
正
徳
六
年
と
一
致
す
る
。
し
か
も
、
大
坂
藩
邸
に
生
ま
れ
た
こ
と
や
、
幼
名
を
忠

三
郎
と
称
し
た
こ
と
な
ど
も
一
致
し
て
い
る
。
初
代
二
代
が
同
じ
「
忠
右
衛
門
」
を
名
乗
っ
た
よ
う
に
、
忠
三
郎
が
長
じ
て
の
ち
亡
父
と
同
じ

「
弥
惣
左
衛
門
」
を
名
乗
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

問
題
は
、
「
秀
澄
」
と
「
秀
賓
」
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
「
秀
」
の
字
が
、
赤
尾
家
の
当
主
に
代
々
相
伝
さ

れ
た
字
で
あ
る
こ
と
は
、
「
由
緒
櫓
」
に
記
さ
れ
た
初
代
か
ら
四
代
ま
で
の
謀
を
ふ
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
か
つ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
私
が

見
た
限
り
で
は
、
福
山
藩
阿
部
家
の
家
中
に
「
赤
尾
」
姓
は
他
に
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
四
代
目
の
赤
尾
秀
澄
が
赤
尾
秀
責
と
同
一
人
物
で

．
（
脚
）

あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
お
そ
ら
く
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
「
秀
澄
」
を
「
秀
資
」
と
改
め
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

こ
う
し
て
、
私
た
ち
は
、
よ
う
や
く
赤
尾
小
四
郎
の
祖
父
、
初
代
鷺
州
ま
で
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
４
の
史
料
に
目
を
移
そ
う
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
「
御
家
中
之
覚
」
で
あ
る
。

こ
の
史
料
を
最
初
か
ら
一
枚
ず
つ
め
く
っ
て
ゑ
て
い
く
と
、
赤
尾
家
の
先
代
が
勤
め
て
い
た
御
番
頭
や
小
姓
頭
の
と
こ
ろ
に
赤
尾
の
名
は
見

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

三
意
外
な
事
実
の
発
見
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と
、
三
人
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
赤
尾
弥
惣
左
衛
門
の
と
こ
ろ
に
は
、
「
御
見
央
役
二
而
江
戸
御
降
」
と
注
記
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
６
の
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
の
「
福
山
藩
御
家
中
附
」
に
も
、
同
様
に
「
御
小
姓
役
」
と
し
て
「
赤
尾
弥
惣
左
衛
門
」
の
名
が
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
は
「
丙
子
年
御
見
央
役
二
而
江
戸
御
越
也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
．
「
丙
子
年
」
は
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
あ

た
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
５
の
史
料
の
注
記
は
《
の
ち
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
『
小
中
村
史
蹟
』
の
「
赤
尾
秀
資
伝
」
と
比
較
し
て
承
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
赤
尾
秀
斑
は
、
阿
部
正
右
が
京
都
所
司
代
の
と
き
に

「
公
用
役
」
と
し
て
近
侍
し
、
そ
の
後
「
江
戸
に
蹄
」
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
正
右
の
京
都
所
司
代
時
代
は
一
七
六
○
年
か
ら

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

ら
れ
な
い
が
、
「
大
坂
御
留
主
居
」
と
し
て
「
三
百
石
赤
尾
弥
惣
左
衛
門
」
と
出
て
く
る
。
一
七
四
四
年
の
史
料
で
あ
る
か
ら
に
は
、
該
当
す

る
の
は
四
代
目
の
赤
尾
忠
三
郎
で
あ
ろ
う
が
、
四
代
目
は
一
七
一
六
年
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
三
○
歳
前
で
「
大
坂
留
主
居
」
を
勤
め
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
福
山
市
立
文
醤
館
所
蔵
の
『
浜
本
文
庫
書
目
録
』
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
表
紙
の
「
延
享
元
年
」
は
、
後
の
書
き
加
え

で
、
裏
表
紙
に
「
甲
子
延
享
元
歳
十
一
月
十
五
日
買
申
侯
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
延
享
元
年
の
も
の
で
は
な
い
。
只
同
年
以
前
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
、
年
代
は
分
ら
な
い
。
」
と
い
う
。
三
代
目
の
赤
尾
新
十
郎
が
大
坂
留
主
居
を
勤
め
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た

と
お
り
な
の
で
、
あ
る
い
は
三
代
目
の
こ
と
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
、
４
の
史
料
の
成
立
年
代
は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
以

後
、
享
保
五
年
（
一
《
七
二
○
）
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

５
の
史
料
は
、
や
や
時
代
を
下
っ
て
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
「
福
山
御
役
人
帳
」
で
あ
る
。
こ
の
「
御
小
姓
頭
」
の
項
に
、

、
弐
百
石
赤
尾
弥
惣
左

・
百
五
十
石
田
中
弥
次
右

・
弐
百
石
下
宮
金
三
郎

赤
尾
弥
惣
左
衛
門

田
中
弥
次
右
衛
門

Ｉ

Ｉ

－７１－



－７２－

．
（
マ
マ
）

そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
、
「
阿
部
伊
与
守
正
右
之
事
」
の
項
で
、
こ
ち
ら
は
、
正
右
が
宝
暦
一
○
年
（
一
七
六
○
）
一
一
一
月
一
一
一
日
に
京
都
所
司

代
に
任
ぜ
ら
れ
へ
翌
一
一
年
一
月
一
一
一
一
日
に
江
戸
を
立
ち
、
一
一
月
二
日
に
京
都
入
り
を
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
．
「
家
老
安
藤
主
馬
年
寄
川
田

杢
用
人
永
峯
九
右
エ
門
番
頭
吉
田
弥
五
左
エ
門
岡
田
伊
右
エ
門
者
頭
大
平
弥
一
兵
衛
太
田
宇
門
内
藤
次
郎
兵
エ
公
用
人
関
平
作
右
エ
門
赤
尾
弥

ゴ
ー
都
』
罰
岡
太
田
三
介
村
上
宇
兵
エ
小
姓
頭
川
田
藤
馬
萩
原
五
郎
兵
エ
大
目
附
鶴
岡
一
一
一
左
エ
門
今
村
小
弥
太
須
田
元
右
エ
門
取
次
五
人
使
番
二
人

諸
士
七
十
人
相
勤
同
七
日
参
内
天
盃
頂
戴
」
（
傍
線
小
松
）
と
あ
り
、
赤
尾
弥
惣
左
衛
門
が
「
公
用
人
」
を
勤
め
た
こ
と
が
判
明
し
、
『
小
中
村

史
蹟
』
の
記
す
る
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
「
取
次
」
か
ら
「
公
用
人
」
へ
と
格
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
赤
尾
秀
賀
が
漢
詩
文
の
分
野
で
も
名
を
な
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
福
山
市
立
文
書
館
の
浜
本
文
庫
は
、
郷
土
史
家
で
あ
っ

た
演
本
鶴
賓
氏
が
収
集
し
た
資
料
群
を
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
演
本
氏
が
『
福
山
学
生
会
雑
誌
』
第
七
六
号
（
一
九
三
一
一
一
年
七
月
二

八
日
）
に
発
表
し
た
「
福
山
の
文
学
（
二
）
」
と
題
す
る
文
章
が
あ
る
。
そ
の
「
下
篇
阿
部
家
時
代
」
の
第
一
章
が
漢
詩
文
に
あ
て
ら
れ
て
お

り
、
「
一
松
平
家
時
代
」
か
ら
「
十
二
茶
山
霞
亭
を
総
る
詩
人
」
ま
で
述
べ
・
て
き
て
、
最
後
に
付
記
の
形
で
、
「
以
上
の
人
々
の
外
に
左
記

の
小
博
と
作
例
を
載
せ
た
か
っ
た
が
、
余
り
に
長
く
な
る
か
ら
省
略
す
」
と
し
て
、
全
部
で
一
五
人
の
名
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
一
一
人
目
に

「
鷺
洲
赤
尾
秀
資
」
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
漢
詩
家
と
し
て
ひ
と
か
ど
の
名
を
な
し
て
い
た
赤
尾
秀
賀
に
演
本
氏
も
注
目

（
Ⅱ
）

す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
資
料
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

げ
ら
れ
て
い
る
。

六
四
年
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
江
戸
に
下
っ
た
の
な
ら
、
６
の
史
料
が
伝
え
る
一
七
五
六
年
と
は
食
い
違
っ
て
く
る
が
、
「
錦
」
っ
た
と

い
う
表
現
か
ら
は
京
都
で
公
用
役
を
つ
と
め
る
前
に
江
戸
に
下
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
か
矛
盾
は
し
な
い
。
や
は
り
、
５
，
６
の
史
料
の

「
弥
惣
左
衛
門
」
は
赤
尾
秀
斑
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
．
『
阿
部
家
御
伝
記
全
』
の
中
に
も
、
赤
尾
弥
惣
左
衛
門
の
名
が
二
カ
所
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
「
阿
部
伊
勢
守
正
福

之
事
」
の
項
で
、
正
福
が
大
坂
城
代
に
任
ぜ
ら
れ
大
坂
入
り
し
た
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
二
月
の
お
と
も
の
中
に
「
取
次
」
と
し
て
名
が
掲

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）
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次
？

一
一
一小沼

赤尾家系図
ま
た
、
福
田
録
太
郎
氏
の
調
査
記
録
集
で
あ
る
『
福
山
文
学
』
第
三
輯
（
一
九
二
一
一
年
三
月
、
福
山
市
立
文
書
館
所
蔵
福
田
家
文
書
）
の
中

の
「
文
士
雅
号
録
」
を
見
た
と
こ
ろ
、
福
田
氏
が
閲
覧
し
た
と
目
さ
れ
る
浅
川
勝
周
著
『
福
藩
詩
稿
』
と
い
う
書
名
（
？
）
が
記
さ
れ
て
あ
り
、

そ
の
中
に
赤
尾
秀
資
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
た
の
か
、
福
田
氏
は
、
「
赤
尾
秀
実
俗
称
弥
惣
左
エ
門
号
鷺
洲
字
子
穀
ヵ
」
と
い
う
メ
モ
を

残
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
赤
尾
家
四
代
目
の
当
主
赤
尾
忠
三
郎
（
弥
惣
左
衛
門
秀
資
）
は
、
幼
く
し
て
家
督
を
つ
ぎ
、
苦
労
し
な
が
ら
も
主
君
の
近

侍
と
し
て
活
躍
し
？
そ
の
か
た
わ
ら
漢
詩
文
で
も
一
家
を
な
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
『
小
中
村
史

蹟
』
の
記
載
を
加
味
し
、
赤
尾
家
の
系
図
を
作
成
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

(5)

'忠三郎（忠右衛門真秀）

,｜皿，~蝿文u('"）
新平（忠右衛門秀直）
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若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

３

新十郎（弥惣左衛門仲秀）
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と
こ
ろ
が
、
四
代
目
が
亡
く
な
っ
た
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
以
降
の
史
料
７
「
寛
政
五
年
福
山
御
役
人
帳
」
（
一
七
九
三
年
）
、
８
「
天
明

寛
政
文
化
文
政
城
代
家
老
以
下
禄
高
」
、
さ
ら
に
は
９
「
文
化
年
中
阿
部
家
中
分
限
帳
」
を
見
る
と
、
そ
の
ど
こ
を
探
し
て
も
赤
尾
と

い
う
姓
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
『
小
中
村
史
蹟
』
に
よ
れ
ば
、
秀
寅
の
あ
と
、
孫
七
、
小
四
郎
と
家
督
を
相
続
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

だ
が
、
こ
の
二
人
の
名
は
「
御
小
姓
頭
」
に
も
「
御
番
頭
」
に
も
「
御
儒
者
」
に
も
出
て
こ
な
い
。
赤
尾
小
四
郎
が
家
督
を
つ
い
だ
の
は
一
七

九
八
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
７
の
史
料
に
出
て
く
る
「
御
儒
者
」
が
二
○
人
扶
持
の
伊
藤
貞
孝
た
だ
一
人
で
あ
る
の
は
理
解
で
き
て
も
、

孫
七
の
名
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
消
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
小
四
郎
が
二
○
○
石
取
り
の
儒
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
は
ず
の
頃
の
文
化
年

中
の
史
料
で
あ
る
９
も
、
「
江
戸
之
部
」
と
あ
る
か
ら
、
小
四
郎
の
名
が
出
て
こ
な
い
の
も
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
８
に
も
出
て
こ
な

い
と
い
う
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
ま
す
ま
す
わ
か
ら
な
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

思
い
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
き
、
県
立
文
脅
館
の
研
究
員
の
西
村
晃
さ
ん
が
、
「
こ
ん
な
史
料
が
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
言
っ
て
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
の
が
、
史
料
皿
の
「
御
旧
臣
絶
家
録
」
で
あ
っ
た
．
こ
の
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
史
料
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

・
正
次
様
御
代

赤
尾
忠
三
郎
後
忠
右
衛
門
興
秀
元
和
二
年
被
召
出
百
石
被
下
置
其
後
三
拾
石
四
拾
石
三
拾
石
五
拾
石
御
加
増
忠
右
衛
門
病
死
其
節
五
拾
石
被

召
上
二
代
目
弐
百
三
拾
石
三
代
目
七
拾
石
四
代
目
初
年
一
而
も
百
五
拾
石

（
脂
）

正
右
様
御
代
京
都
公
用
人
其
後
五
拾
石
御
加
増
六
代
御
番
頭
格
七
代
退
身
文
化
五
年
軍
学
出
精
ニ
付
共
後
モ
ァ
リ
御
憐
感
御
供
番
弐
人
扶
持

こ
れ
ま
で
綾
公
述
べ
き
た
っ
た
こ
と
を
、
最
後
に
、
こ
の
「
御
旧
臣
絶
家
録
」
と
つ
き
あ
わ
せ
て
解
釈
し
て
承
る
こ
と
に
す
る
。

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）赤

尾
孫
七
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ま
ず
、
「
正
次
様
御
代
」
と
は
、
初
代
の
赤
尾
忠
三
郎
が
家
臣
と
し
て
と
り
た
て
ら
れ
た
の
が
阿
部
正
次
の
代
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
史
料

の
前
段
部
分
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
由
緒
醤
」
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
三
代
目
七
拾
石
」
と
は
、
七
○
石
加
増
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
、
合
計
三
○
○
石
に
な
っ
た
と
読
む
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
後
段
部
分
で
あ
る
。
「
正
右
様
御
代
京
都
公
用
人
其
後
五
拾
石
御
加
増
」
と
い
う
の
は
、
四
代
目
の
赤
尾
弥
惣
左
衛
門
の
こ
と
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
宇
次
は
五
代
目
の
は
ず
で
あ
る
が
、
「
絶
家
録
」
で
は
、
「
正
右
様
御
代
…
…
」
を
五
代
目
と
数
え
た
の
か
、
い
き
な
り
六
代
目

に
飛
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
．
そ
し
て
、
「
六
代
御
番
頭
格
」
と
い
う
箇
所
だ
が
、
孫
七
が
「
御
番
頭
格
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
残
さ
れ

て
い
な
い
。
「
御
番
頭
格
」
は
非
常
に
格
式
の
高
い
身
分
で
あ
り
、
孫
七
が
「
御
番
頭
格
」
を
勤
め
て
い
た
の
な
ら
、
当
然
、
一
七
九
三
年
の
史

料
７
に
そ
れ
ら
し
ざ
記
戦
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
小
姓
頭
を
勤
め
た
四
代
目
が
番
頭
に
準
じ
た
格
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
小
中
村

史
蹟
』
に
窺
え
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
れ
も
四
代
目
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
「
四
代
目
初
年
…
…
六
代
御
番
頭
格
」
の
部
分
に
描
か
れ
た
事
跡
は
、
す
べ
て
四
代
目
の
赤
尾
弥
惣
左
衛
門
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
な
の
に
弥
惣
左
衛
門
を
「
六
代
」
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
い
さ
さ
か
解
釈
に
苦
し
む
史
料
で
あ
る
。
弥
惣
左
衛

門
が
誕
生
す
る
前
に
と
っ
た
二
人
の
養
子
、
大
沼
小
三
次
と
丹
羽
忠
右
衛
門
も
そ
れ
ぞ
れ
四
代
、
五
代
に
数
え
い
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

な
ぜ
私
が
こ
の
点
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
そ
の
次
に
「
七
代
退
身
」
と
出
て
く
る
の
に
注
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
六
代
」

を
四
代
目
弥
惣
左
衛
門
と
解
釈
す
れ
ば
、
「
退
身
」
し
た
「
七
代
」
は
孫
七
と
な
り
、
「
六
代
」
を
孫
七
と
解
釈
す
れ
ば
、
「
七
代
」
は
小
四
郎
と

な
る
の
だ
が
、
は
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
や
は
り
、
「
退
身
」
し
た
「
七
代
」
は
孫
七
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
．
前
述
し
た
よ
う
に
、
孫
七
の
先
代
の
弥
惣
左
衛
門
が
「
六

代
」
と
勘
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
孫
七
が
必
然
的
に
「
七
代
」
と
な
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
「
絶
家
録
」
と
い
う
史
料
の
性
格
上
、
史
料

の
冒
頭
に
「
赤
尾
孫
七
」
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
阿
部
家
の
家
臣
で
あ
る
赤
尾
家
の
最
後
の
当
主
が
孫
七
で
あ
り
、
孫
七
の
代
に
絶

家
さ
れ
た
と
読
む
の
が
自
然
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
「
退
身
」
し
た
の
が
孫
七
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
一
七
九
三
年
の
史
料
７
に

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）
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孫
七
の
名
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
「
退
身
」
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
ば
、
一
七
九
八
年
頃
か
ら
一
八
二
一
年
頃
ま
で
阿
部
家
に
勤
仕
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
赤
尾
小
四
郎
は
、
最
初
か
ら
家
臣
で

は
な
か
っ
た
、
家
臣
で
あ
り
う
る
は
ず
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
残
る
問
題
は
、
「
文
化
五
年
軍
学
出
精
二
付
其
後
モ
ァ
リ
御
憐
感
御
供
番
弐
人

扶
持
」
と
い
う
文
章
の
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
退
身
後
の
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
に
、
軍
学
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
藩
主

の
憐
感
で
「
弐
人
扶
持
」
と
い
う
般
下
厨
の
身
分
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
は
誰
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
孫
七
で
あ
っ
た
と
も
蕊
小
四
郎
で
あ
っ
た
と
も
読
め
る
。
い
っ
た
い
、
そ
の
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

私
は
、
こ
れ
も
孫
七
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
解
釈
し
た
い
。
つ
ま
り
、
孫
七
が
藩
主
の
勘
気
を
蒙
っ
て
退
身
に
な
り
、
お
そ
ら
く
は
私

塾
な
ど
の
師
匠
と
し
て
「
軍
学
」
を
講
じ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
藩
主
の
勘
気
が
と
け
た
の
で
、
一
八
○
八
年
に
二
人
扶
持
で
再
び

召
し
抱
え
ら
れ
た
が
、
孫
七
は
そ
れ
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
の
か
、
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
、
孫
七
の
名
が
「
絶
家
録
」
に
記
載
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
、
小
四
郎
と
解
釈
す
る
場
合
の
難
点
は
、
た
と
え
二
人
扶
持
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
家
臣
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
が
小
四
郎
で
あ

れ
ば
、
「
絶
家
録
」
の
「
赤
尾
孫
七
」
は
「
赤
尾
小
四
郎
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
と
き
は
「
八
代
」
と
史
料
中
に
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
小
中
村
に
い
た
小
四
郎
が
福
山
に
呼
び
戻
さ
れ
た
の
は
、
長
男
の
早
逝
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
赤
尾
家
自
体
が
絶
家
に
な
っ
た
と
い
う
事
情
が
よ
り
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．
そ
し
て
、
福
山
に
戻
っ
て
父

の
〃
私
塾
“
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
（
こ
の
間
に
陽
明
学
を
自
習
し
た
可
能
性
は
あ
る
）
と
考
え
れ
ば
、
福
山
藩
の
家
臣
録
の
中
に
赤
尾
小
四

郎
の
名
が
出
て
こ
な
い
こ
と
も
了
解
で
き
、
そ
の
後
の
小
四
郎
の
軌
跡
も
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
た
私
の
旅
の
結
論
は
、
小
四
郎
が
福
山
藩
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
く
、
一
一
○
○
石
取
り

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

お
わ
り
に
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も
と
よ
り
、
赤
尾
小
四
郎
が
福
山
藩
の
儒
者
で
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
赤
尾
小
四
郎
が
小
中
村
を
中
心
と
し
た
安
蘇
地
方
の
教
育
に
果
し
た
意

義
は
、
い
さ
さ
か
も
減
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
田
中
正
造
の
思
想
を
考
え
る
上
で
も
、
ほ
と
ん
ど
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ

り
は
、
赤
尾
小
四
郎
の
思
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
の
方
が
、
は
る
か
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
．
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
赤
尾

の
思
想
を
理
解
す
る
素
材
と
な
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
現
在
で
は
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
事
に
近
い
。

こ
こ
ま
で
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
た
つ
い
で
に
、
私
は
、
「
栃
木
皆
川
居
住
」
と
い
う
一
文
だ
け
を
手
掛
か
り
に
、
宇
都
宮
ま
で
出
掛
け
て
承

た
。
も
し
か
し
た
ら
、
赤
尾
家
は
、
も
と
は
皆
川
城
主
で
あ
っ
た
皆
川
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
皆
川
広
照
（
一
五
四
八
’
一
六
二
七
）
が
飯
山
藩

四
万
石
の
領
主
と
し
て
一
六
○
三
年
に
転
封
さ
れ
た
と
き
か
何
か
の
機
会
に
一
旦
帰
農
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
阿
部
氏
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
理
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
栃
木
県
史
』
、
『
宇
都
宮
市
史
』
、
『
栃
木
市
史
』
な
ど
に
目
を
通
し
て
も
、
ま
た
栃
木
県
立

‘
〃

公
文
書
館
で
皆
川
氏
の
家
臣
の
名
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
『
皆
川
家
記
』
や
『
皆
河
正
中
録
』
な
ど
の
資
料
に
目
を
通
し
て
も
、
赤
尾
の
名
は

そ
の
い
ず
れ
に
も
出
て
こ
な
か
っ
た
。
栃
木
県
に
一
般
的
な
苗
字
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
逼
津
俊
郎
『
栃
木
の
苗
字
と
家

紋
』
（
下
野
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）
に
も
、
「
赤
尾
」
と
い
う
項
目
は
な
か
っ
た
の
で
、
赤
尾
家
の
ル
ー
ツ
は
栃
木
に
は
な
い
の
か
も
し
れ
な

（
Ｗ
）い

，
だ
が
、
赤
尾
家
の
ル
ー
ツ
探
し
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
以
上
の
追
跡
は
行
わ
な
か
っ
た
。

赤
尾
小
四
郎
と
い
う
一
人
の
人
物
を
追
っ
て
ぷ
て
、
私
た
ち
は
、
「
通
説
」
な
る
も
の
を
鵜
呑
承
に
す
る
こ
と
の
危
険
性
に
、
あ
ら
た
め
て
気

づ
か
さ
れ
よ
う
。
史
料
批
判
を
通
し
た
事
実
の
検
証
は
歴
史
研
究
の
基
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
、
性
々
に
し
て
そ
れ
を
怠
り

が
ち
で
あ
る
。
私
た
ち
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
通
説
」
な
る
も
の
を
た
え
ず
疑
っ
て
や
ま
な
い
柔
軟
な
思
考
で
あ
り
、
先
入
観
を
す
て
嫌

虚
に
史
料
と
向
き
合
う
姿
勢
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
正
造
研
究
の
基
本
史
料
で
あ
る
自
伝
「
田
中
正
造
昔
話
」
な
ど
を
分
析
す
る
際
に
も

あ
て
は
ま
る
こ
と
は
、
賛
言
を
要
し
な
い
。

の
儒
者
で
も
な
か
っ
た
、

（
旧
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
赤
尾
小
一

義
は
、
い
さ
さ
か
も
減
蓉

り
は
、
赤
尾
小
四
郎
２

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）

そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
小
四
郎
の
「
自
称
」
か
、
も
し
く
は
後
に
作
ら
れ
た
「
伝
説
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
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（
３
）
日
向
氏
も
赤
尾
禎
一
氏
も
、
寛
政
八
年
時
点
の
門
人
「
富
蔵
」
は
、
正
造
の
祖
父
の
「
善
造
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
文
政
四
年
時
に
「
周

旋
」
し
た
の
も
善
造
で
は
な
か
っ
た
か
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
．

（
４
）
福
山
藩
の
場
合
、
藩
主
が
ほ
と
ん
ど
江
戸
「
定
府
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
臣
総
数
の
四
○
％
を
越
え
る
九
二
六
人
の
江
戸
常
駐
の
家
臣
が
い
た

と
さ
れ
て
お
り
、
「
江
戸
詰
め
」
の
比
重
は
大
き
か
っ
た
。
（
『
福
山
市
史
』
近
世
編
、
四
七
○
頁
）

（
５
）
日
向
氏
は
、
「
残
年
か
ら
推
定
し
て
、
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
生
ま
れ
た
と
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
推
定
し
て
い
る
。
一
方
、
赤
尾
禎

一
氏
は
、
「
安
永
三
年
（
一
七
七
四
年
）
に
生
ま
れ
た
」
と
断
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
断
定
さ
れ
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
一
七
七
四

年
生
ま
れ
な
ら
、
祖
父
赤
尾
秀
資
が
亡
く
な
っ
た
年
と
同
じ
こ
と
に
な
る
．

（
６
）
天
明
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
「
阿
部
御
家
分
限
妃
録
帳
」
に
よ
れ
ば
、
三
○
○
○
石
’
二
○
○
○
石
五
人
、
一
○
○
○
石
’
五
○
○
石
五
人
、
四

五
○
石
’
二
五
○
石
二
七
人
、
一
一
○
○
石
’
一
○
○
石
一
一
二
人
で
、
一
○
○
石
以
上
の
家
臣
は
一
四
九
人
、
藩
士
全
体
の
六
・
五
％
に
過
ぎ
な

注

（
７
）
『
福
山
市
史
』
四
六
九
頁
に
よ
れ
ば
、
一
人
扶
持
は
一
日
三
合
、
月
に
一
斗
五
升
、
と
あ
る
。
こ
れ
を
年
に
直
せ
ば
一
八
斗
Ⅱ
一
、
八
石
で
あ
る
か

ら
、
一
一
○
人
扶
持
は
約
三
六
石
、
三
○
人
扶
持
は
約
五
四
石
と
な
る
。

（
８
）
詳
し
く
は
鯛
べ
て
い
な
い
が
、
赤
尾
小
四
郎
が
陽
明
学
者
で
あ
っ
た
と
い
う
説
は
、
「
大
塩
の
乱
」
の
影
鱒
で
小
四
郎
の
「
思
想
的
転
換
」
を
輪
じ
た

東
海
林
吉
郎
氏
の
『
歴
史
よ
人
民
の
た
め
に
歩
め
田
中
正
造
の
思
想
と
行
動
１
』
（
太
平
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）
が
般
初
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
赤

尾
小
四
郎
の
も
と
で
正
造
が
陽
明
学
を
学
ん
だ
こ
と
を
前
提
に
し
て
正
造
の
思
想
を
総
じ
た
も
の
に
、
栗
田
尚
弥
「
田
中
正
造
と
陽
明
学
」
（
『
田
中
正

造
の
世
界
』
第
三
号
、
一
九
八
五
年
一
月
）
が
あ
る
。

（
９
）
以
上
の
史
料
の
う
ち
、
１
と
２
の
史
料
は
、
『
岩
槻
市
史
』
近
世
史
料
篇
Ⅲ
藩
政
史
料
（
上
）
（
一
九
八
一
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
）
「
夏
取
」
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
「
夏
成
」
（
な
つ
な
り
）
と
同
じ
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
夏
成
」
な
ら
ば
、
大
塚
史
学
会
編
の
『
郷
土

史
辞
典
』
（
一
九
五
五
年
、
朝
倉
宙
店
）
に
、
次
の
よ
う
に
脱
明
さ
れ
て
い
る
。
「
江
戸
時
代
に
関
東
に
お
い
て
、
畑
方
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
石
代

納
の
一
種
で
あ
る
。
夏
期
に
年
貢
永
を
納
め
た
の
で
こ
の
称
が
あ
る
。
当
時
は
畑
方
の
年
貢
も
米
を
も
っ
て
上
納
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
実
際

に
は
金
銀
銭
を
も
っ
て
納
入
さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
夏
成
は
米
二
石
五
斗
に
つ
き
永
一
貫
文
の
割
合
で
あ
る
。
夏
成
が
麦
の
収
種
を
基
礎
に
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」
（
五
五
一
一
頁
）

（
１
）
た
と
え
ば
、
由
井
正
臣
氏
は
、
「
赤
尾
鷺
洲
の
思
想
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、
門
下
生
か
ら
の
ち
の
出
流
山
事
件
に
参
加
し
た
も

の
が
多
か
っ
た
こ
と
を
ふ
る
と
、
当
時
こ
の
地
方
の
私
塾
に
ふ
ら
れ
る
勤
王
輪
の
色
あ
い
の
濃
い
教
育
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
推
測
し
て
い
る

（
『
田
中
正
造
』
四
頁
、
岩
波
新
宿
、
一
九
八
四
年
）
。

（
２
）
の
ち
に
承
る
よ
う
に
、
同
じ
『
小
中
村
史
駁
』
の
中
の
「
赤
尾
秀
資
伝
」
に
は
、
孫
七
は
「
金
田
丹
波
守
の
甥
」
と
あ
る
が
、
日
向
論
文
に
よ
れ
ば
、

「
長
子
」
伊
織
が
病
身
の
た
め
家
督
を
実
弟
に
霞
っ
た
か
ら
、
と
さ
れ
て
い
る
．
な
お
、
『
小
中
村
史
蹟
』
の
コ
ピ
ー
は
、
岩
波
喪
店
沢
株
正
始
氏
の
ご
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好
意
で
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

五
○
石
’
二
五
○
石
一
一
七
人
、
二
○
○
石

か
つ
た
。
（
前
掲
『
福
山
市
史
』
四
六
九
頁
）

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）



（
ｕ
）
こ
の
史
料
も
、
前
掲
『
岩
槻
市
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
）
「
大
坂
留
主
居
」
と
は
、
大
坂
蔵
屋
敷
の
留
主
居
の
こ
と
で
、
人
数
は
一
人
、
俸
禄
は
一
三
○
石
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
役
料
金
と
し
て
四
○
両
が
給

さ
れ
た
。
福
山
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
は
、
人
数
は
二
○
名
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
「
蔵
屋
敷
の
業
務
を
担
当
し
重
要
な
役
目
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

（
前
掲
『
福
山
市
史
』
四
七
九
頁
）

（
週
）
た
だ
、
『
小
中
村
史
蹟
』
が
記
す
よ
う
に
、
「
秀
寅
」
の
命
名
の
由
来
が
、
出
生
の
と
き
の
「
左
手
に
米
粒
を
握
」
っ
て
い
た
と
い
う
極
め
て
特
異
な

逸
話
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
事
実
な
ら
ば
、
最
初
「
秀
澄
」
と
称
し
て
後
に
「
秀
資
」
と
改
め
た
と
す
る
推
定
も
成
り
立
ち
に
く
く
な
る
の
で
、

ひ
と
ま
ず
断
定
は
差
し
控
え
て
お
き
た
い
。

（
Ｍ
）
演
本
氏
が
収
集
し
た
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
『
福
山
市
史
』
の
稿
本
（
一
九
三
一
年
初
編
二
八
冊
、
一
九
四
五
年
続
編
二
二
冊
）
を
ま
と
め
終
え
た
直

後
、
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
福
山
空
襲
に
よ
っ
て
、
防
空
壕
内
の
稿
本
五
冊
を
残
し
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
躯
）
引
用
は
、
広
島
県
立
文
密
館
所
蔵
の
東
京
・
阿
部
家
文
書
の
写
真
版
複
製
に
よ
る
。

（
焔
）
赤
尾
が
福
山
藩
に
儒
者
と
し
て
仕
え
て
い
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、
正
造
の
記
憶
の
よ
う
に
白
河
藩
士
で
あ
っ
た
可
能
性
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
ど
の
点
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
赤
尾
小
四
郎
の
祖
先
が
阿
部
家
に
仕
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
否
定
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
福
島
県
史
』
第
三
巻
（
近
世
２
）
や
第
八
巻
（
近
世
資
料
１
「
白
河
藩
」
）
等
を
見
て
も
、
赤
尾
小
四
郎
が
白
河
藩
に

勤
仕
し
て
い
た
事
実
は
窺
え
な
い
。

（
Ⅳ
）
ち
な
染
に
、
Ｎ
ｍ
Ｔ
の
慰
話
帳
（
九
三
・
六
’
九
四
・
五
年
版
）
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
栃
木
県
に
居
住
し
て
い
る
赤
尾
さ
ん
は
一
二
世
帯
の
み
で

あ
っ
た
。
赤
尾
真
秀
が
阿
部
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
は
、
阿
部
正
次
が
岩
槻
藩
主
の
時
代
の
一
六
一
六
年
で
、
こ
の
と
き
は
ま
だ
下
野
国
都
賀
郡
を

加
増
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
参
考
ま
で
に
と
思
っ
て
埼
玉
県
の
分
も
調
べ
て
承
た
ら
、
こ
ち
ら
は
八
一
世
帯
あ
っ
た
．
こ
れ
だ
け
で
は
何
と
も
い

え
な
い
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
赤
尾
家
の
ル
ー
ツ
は
埼
玉
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
左
に
掲
げ
る
諸
氏
・
諸
機
関
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

広
島
県
立
文
宙
館
と
研
究
員
の
西
村
晃
氏
、
福
山
市
立
福
山
城
博
物
館
文
雷
館
と
嘱
能
の
正
田
勝
幸
氏
、
栃
木
県
立
図
喪
館
、
栃
木
県
立
文
書
館
、
広

島
大
学
大
学
院
の
三
津
純
氏
、
熊
本
大
学
文
学
部
の
吉
村
豊
雄
氏
、
渡
良
瀬
川
研
究
会
の
布
川
了
氏
．

若
き
田
中
正
造
の
師
・
赤
尾
小
四
郎
を
追
っ
て
（
小
松
）
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